
ユーザーが語る、ベリカットの魅力

鋳鍛鋼製品

￨￨導入した経緯、活用状況を聞かせてください
田中：NC プログラムのミスによる製品の不良損の発生が
最大のきっかけです。クランク軸は十数メートル、数十ト
ンと重厚長大な部品のため、廃却するとコスト面で膨大な
損失が発生します。目視でのチェックにも限界がありま
す。新たな改善を模索する中、NC 加工機の増加に合わせ、
CAD/CAM やシミュレーションなどソフトウェア関連の投
資を進めました。ベリカットの導入は 2000 年の秋です。
江崎： 現在、CAM を通して出力した NC プログラムに、
各機械に合わせた手修正を加えた後、ベリカットで加工前
の最終検証をしています。「人が介在するプログラム＝ベリ
カット」の流れを徹底し、万一のミスもない、完成度の高
いプログラムを作るために、大いに貢献してくれています。

￨￨ベリカットの魅力とは？
江崎： 最低限の削り残しや削り込みを検証できる「オート
ディフ」は、品質不良を回避するための絶対的な存在です。
それと、ファナックのマクロ動作を見られるのも魅力のひ
とつです。機械のシステム変数までベリカットがカバーし
てくれています。結果だけでなく、プロセスまでしっかり
把握できるため、使い勝手の良いマクロを使用したプログ
ラムの作成にも役立っています。実際、加工にマッチした
測定マクロを作成したこともあります。ベリカットがなけ
ればマクロの中まで解析する気にはならなかったですね。
田中： 干渉チェックとしての利用だけでなく、自作したマ

クロが意図通りかどうか、検証するためのソフトとしてベ
リカットはとても最適だと思います。他にも、寸法測定時
に役立つ「X キャリパー」の機能なども重宝しています。

￨￨ベリカットはズバリどんなソフトでしょうか？
田中： 新しい加工に挑戦し易くなり、わが社のものづくり
の幅が大きく広がったと感じます。初めて作成した NC プ
ログラムの場合、加工前の最終工程でベリカットによる
チェックが入ると考えるだけで、大きな安心感へとつなが
ります。NC プログラマーが抱える心労も大幅に軽減して
くれますし、ミスが発生しやすい時こそベリカットですね。
江崎： NC プログラム作成に関わる人間にとっての「メン
タルのお守り」的な位置づけですね。これからは、工作機
械の動きを忠実に再現してくれるベリカットを活用した、
新人教育への利用も推し進めていきたいと考えています。

￨￨導入検討中のユーザーに向けてひと言
田中： ベリカットはカスタマイズ性が良く、NC プログラム
の品質や工程を完全に担保してくれるため、工場全体の操業
にも好影響をもたらしています。機械と製品の両面を守って
くれる、まさに絶対的な守護神のような存在ですよ。
江崎： 最初にカスタマイズと導入サポートを受けるだけで、
早い段階で一定の効果が望めるはずです。導入後は、ユーザー
自身が使い方を試行錯誤することで、更に奥深い所にも挑戦
できるソフトです。ぜひ導入をお勧めしたいですね。
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Profile
写真左：班長　江崎 勝彦 氏
前職での実績を買われ、9 年前から NC 加工技
術班に在籍。自身も NC プログラマーとして活
動する一方、田中さんの後任として 5 年前から、
室内に在籍する NC プログラマー 3 名を率い
る班長として活動している。

写真右：職長　田中 勝隆 氏
NC 機向けのプログラム作成を行う「NC 加工
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ログラム、工程等の間接部門を統括する傍ら、
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